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２ 研究期間：令和５年度～令和７年度（３年間） 

３ 研究目的 

本課題では、ソバの２大課題となっている低収量性とソバアレルギー問題の解決

を導くために、低アレルゲン特性を有する革新的多収性ソバ育種母本集団の育成

と、革新的品種の短期間での開発を可能とするソバ育種基盤の強化を目指す。 

４ 研究内容及び実施体制 

① 遺伝的ポテンシャル評価と収量性フェノミクス解析および育種母集団の育成

ソバが有する収量性遺伝的ポテンシャルと収量性関連形質の解明、および

ドローン等を用いた高速フェノタイピング技術を確立する。
（農研機構北海道農業研究センター、信州大学学術研究院） 

② ゲノミクスおよび収量関連遺伝子のトランスクリプトミクス解析

オミックス解析を通じたソバの収量性制御機構の解明、およびソバのアナ

フィラキシーに関連するアレルゲンが欠失した新たな系統を探索する。
（京都大学農学部、農研機構北海道農業研究センター） 

③ 低アレルゲン特性ソバが示す臨床医学・食品科学的なアレルゲン性の検証

低アレルゲン特性ソバに対するプリック・動物・in vitro試験を通じた臨床

医学・食品科学的なアレルゲン性の検証、および製麺・官能評価を実施する。
（藤田医科大学医学部、農研機構食品研究部門、信州大学先鋭領域融合研究群、農研機構九州

沖縄農業研究センター） 

５ 最終目標 

ソバの主要産地への導入が可能となる、低アレルゲン特性を有する革新的多収性

ソバ育種母集団を育成するとともに、短期間での品種開発を可能とするソバ版ス

マート育種システムを構築する。

６ 期待される効果・貢献 
育成した低アレルゲン特性を有する革新的多収性ソバ育種母集団に対するソバ

版スマート育種システムによる育種を実施することで、低アレルゲン特性を有す

る革新的多収性ソバ品種の開発期間の飛躍的な短縮が可能となる。 
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